
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

〇副教材の活用により、定期
テストの前に学習する姿勢が
見られた。

〇繰り返しの練習は自信をつ
けるきっかけになり、声を出
す生徒が増えた。

○授業の振り返りがただの感想になってしまう
生徒が多く、前後の授業との関わりや自分の能
力向上に関する視点をもつことができていな
い。

〇全体で歌唱する機会において、クラスによっ
ては周囲を気にして十分に発声できない生徒が
いる。

〇鑑賞分野で音楽を聞き取る際「テンポ」と
「リズム」を混同してしまい、正しく曲想を表
現できないことがある。

◎生徒に対して、振り返りをどのようなステップで何に着目
して振り返るべきなのか、明確に伝える必要がある。昨年度
の1年生と同様に、上級生の振り返りを見せるなど、具体的
なイメージを持たせながら振り返りの視点を育成する。

〇声を出すことが当たり前になるような導入を目指して、発
声のトレーニングを常時活動として取り入れる。

〇歌唱や器楽で扱う曲の中でも「テンポ」と「リズム」につ
いて触れ、実践的な感覚の中で知識が身につくよう指導す
る。

第２学年

〇副教材の活用により、定期
テストの前に学習する姿勢が
見られた。

〇机間指導の徹底を通して、
目標に対して自分がどのよう
に取り組めたのかを振り返る
ことができる生徒が増えた。

〇第1学年と比較しても、全体での歌唱に対して
後ろ向きな態度の生徒が多い。

〇授業内容によって興味のふり幅が激しく、自
分に興味がないと判断してしまうと授業に対し
て積極的に取り組めない生徒がいる。

〇歌唱において、授業が空くと内容を忘れてし
まい、表現方法を忘れてしまう。

〇声を出すことが当たり前になるような導入を目指して、発
声のトレーニングを常時活動として取り入れる。

〇生徒の興味を引くことができるよう、日常生活にある音楽
とからめた題材になるよう工夫する。

◎他教科のノートの役割を楽譜内にメモをとる形で応用し、
思い出せるような工夫を習慣化させる。

第３学年

〇音楽記号を折を触れて伝える
中で、表現に必要な最低限の知
識は引き出せるようになった。

〇机間指導の徹底を通して、
目標に対して自分がどのように
取り組めたのかを振り返ること
ができる生徒が増えた。

〇歌唱教材に対して意欲的な生徒が多く、実技
テストでもよい結果を残していた生徒が多かっ
た。

〇特に鑑賞分野において、芸術全体への注目に
は長けているが、音楽そのものの特徴を考える
活動になると手が止まってしまう生徒がいる。

〇鑑賞分野においては、音楽の特徴を漠然と問うのではな
く、要素ごとに分類して問うなど、スモールステップの設問
を意識する。

◎グループでの意見共有を積極的に取り入れ、音楽の特徴へ
の言及が強い生徒の意見を見つけ、全体へ共有する。
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